
研究目的 方法

• 間葉系幹細胞は加齢により減少するといわれているが、幹

細胞そのものの細胞機能に加齢性変化があるかは脂肪由来

幹細胞では明らかではない。今回我々は幹細胞培養上清中

のサイトカイン等を比較することで、年齢により幹細胞の

活性などに違いがあるのかを検討したため報告する。

• ７歳、９歳、１１歳、２6歳、３8歳、４6歳、５０歳、の計７

名のドナーの脂肪を採取し、クリニック併設の細胞培養セン

ターで、同一方法で幹細胞の培養を行った。幹細胞はP4での

幹細胞そのものと、培養上清（細胞数あたり同一濃度）を採取

し、検査を行った。

• 各ドナー由来の幹細胞の培養上清中のIL6、MMP3、HGF、

VEGF、NGF、BDNFを測定し比較した。

考察
• サイトカインの働きは、完全に解明されているわけではないが、

IL6やMMP3は細胞老化にともなう炎症性サイトカインと認識

されており、老化で増加すると考えられる。

• 一方HGF、VEGF、NGF、BDNFは組織再生や修復に関与する

と考えられており、若年であればあるほど分泌が盛んなのでは

ないかと推測される。

• 結果的には個体差はあるものの、MMP3のみが加齢とともに上

昇している傾向はあるが、その他のサイトカインは年齢には関

係ない結果であった。

limitation

• 同一人物での年齢経過を見ているわけではないので、個体差

が排除できない。

• ７歳、９歳、１１歳、２６歳、２８歳、３９歳は女性であり

４０代５０代は男性であり性別差が考慮できない。

• 選択したサイトカイン以外は今後の検討が必要。

総括
• 今回６因子のサイトカインで、７名の年齢別の幹細胞の分泌状

況を培養上清で比較した。

• 今回の検討では、ドナーの年齢による明らかな差はないようで

あった。

• 今後、他のサイトカインでの比較や検討人数を増やして個人差

を排除しての検討が必要と考えられた。

筆頭演者は、過去１年間(１月～１２月)において、
本演題の発表に関して開示すべきCOIはありません。
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